
■施行後におけるPFOS及びPFOAの水質検査の考え方(案)

水道事業者等

簡易水道又は
専用水道であるか？

はい いいえ

いいえ

施行
（令和８年４月１日）
以前に水質検査を実施

したか？

検査結果から
検出される可能性
が小さいか？

いいえ

はい

原水並びに水源
及びその周辺の状況か
ら検出される可能性が
更に小さいか？

はい

いいえ

１年に１回以上
に軽減可能※２

はい

３箇月に１回以上※１

６箇月に１回以上
に軽減可能※２

３箇月に１回以上※１

①簡易水道、専用水道の場合

（別紙２）

※１ 検査回数の減については、
水道法施行規則第15条第1項
第3号ハが適用

※２ 検査結果が基準値（50ng/L）
の１/５（10ng/L）を超える場合は、
検査回数は３箇月に１回以上とする。

別紙１_改正概要の「施行後の水質検査の考え方」の解釈を示すフローチャートを作成
しましたので参考としてください。
①簡易水道及び専用水道においては、施行（令和８年４月１日）以前の検査結果によっ
ては検査回数を減じることが可能となります。
②全量受水を行っている水道事業及び専用水道においては、受水元の検査結果及び自ら
検査の結果によっては検査を省略することが可能となります。

※現時点の省令改正案を元に作成したものであり、今後、変更となることがあります。
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水道事業者等

全量受水であるか
（自己水源は無いか）？

はい いいえ

いいえ

受水元の
検査結果が基準値
（50ng/L）の１/５
（10ng/L）以下で

あるか？

受水元と
自己の水質検査を
比較して、濃度が上昇

していないか？

いいえ

はい

はい

自らが実施する
検査を省略可能※２

３箇月に１回以上※１

３箇月に１回以上※１

②全量受水の場合

自ら
水質検査を実施

したか？

はい

※２ 受水元の検査結果を確認し、
検査結果が基準値（50ng/L）の１/５
（10ng/L）を超える場合は、検査回数は３箇月
に１回以上とする。

※１ 検査回数の減については、
水道法施行規則第15条第1項
第3号ハが適用

いいえ
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